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BIRD VIEW



建物概要

・計画地：東京都清瀬市下清戸・計画地：東京都清瀬市下清戸・計画地：東京都清瀬市下清戸・計画地：東京都清瀬市下清戸
・敷地面積：・敷地面積：・敷地面積：・敷地面積：69,401m69,401m69,401m69,401m2222



建物概要

・構造規模：・構造規模：・構造規模：・構造規模：SSSS造、地上造、地上造、地上造、地上3333階階階階
・延べ面積：・延べ面積：・延べ面積：・延べ面積：5,5355,5355,5355,535㎡㎡㎡㎡
・竣工：・竣工：・竣工：・竣工： 2010201020102010年年年年9999月月月月



創造的ワーク
プレイスの構築：
相互交流性の
高い新たな空間
構成

1
最先端
研究施設

①視認性が高くフレキシブルなワンボックス型
大空間ワークプレイスを実現するための
大スパン構造
②空間の開放感を阻害しないスレンダーな
高強度CFT柱/新素材ブリッジ
③交流性向上のため、かつ省エネのための
縁側緩衝空間（ぺリバッファシステム）をもつWS

要求コンセプト 設定したテーマ 採用技術/手法 価値

省エネ性向上

快適性向上

機能性向上

交流性向上

コンセプト

①1層空間を活かした昼光利用エコロジカル
ルーフシステム
②高さのある空間と郊外の緑地を利用した
自然換気システム
③快適かつ省エネな潜熱・顕熱分離型
パーソナル放射新空調システム
④ＩＣタグによる新照明・空調システム

2
最先端
環境配慮
施設

3
最先端
安全安心
施設

最高水準ＣＯ２
55%オフのため
の建築と設備の
融合的な
とりくみ

快適で安全安心
な空間の実現

①安全安心な空間を実現する
スーパーアクティブ制震（免震構造）
②ICタグを用いたハンズフリーなセキュリティー
システム

快適性向上

機能性向上

省エネ性向上

快適性向上

機能性向上

など



3階：会議室等

2階：執務室等

1階：エントランス・
講堂・カフェ 食堂

ホワイエ
（展示コーナー）

講堂

パッセージ

エントランス
ホール▲

ミーティング
エリア

建物概要

1階

エリア

ワーク
スペース

パッセージ

テラス

打合せコーナー

会議室

ソロラウンジ

ブリッジ シンキング
ブース

6

2階 3階



WORKPLACE PLANNING
視認性・一体感の高いワンボックス視認性・一体感の高いワンボックス視認性・一体感の高いワンボックス視認性・一体感の高いワンボックス
研究員全員（200人）が一同に介する大空間
→共同体としての一体感と、異分野交流・触発・きづきを促す



• CO2排出量：５５％削減と試算

• カーボンオフセット

• 省エネ性能：PAL=35.9%削減率 ，ERR=42%

• 環境性能：ＣＡＳＢＥＥ-Ｓクラス、ＢＥＥ＝７．６

環境評価について

OBAYASHI CORPORATION

• 環境性能：ＣＡＳＢＥＥ-Ｓクラス、ＢＥＥ＝７．６

• 国土交通省：省CO2モデル事業（H21年度第２回）



省ＣＯ２削減効果

100％

一般一般一般一般
事務所ビル事務所ビル事務所ビル事務所ビル 97［［［［kg-CO2/㎡㎡㎡㎡・年］・年］・年］・年］

536,895

■■■■一般事務所ビルとの一般事務所ビルとの一般事務所ビルとの一般事務所ビルとのCO2CO2CO2CO2排出量の比較排出量の比較排出量の比較排出量の比較
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CASBEE-S BEE=７．６（最高レベル）



２．問題点と対策方針

負荷自体
を

△ 様々な技術・手法があるが個々の効果には限界。

⇒設計～運用に至るまで 3つの側面からトータルに削減することがポイント

設計／施工 運用管理

竣工

省エネ設備
新技術 使い方

で

省CO2への手法

パッシブ
システム

自然エネルギーを
活用する

パッシブシステム

を
削減

１ アクティブ
システム２ マネジメント

システム３

高い削減効果を発揮
する次世代型設備
アクティブシステム

効率的な運用管理

システムと利用者の活動
を推進するマネジメント
システムを整備

新技術
で
削減

で
削減

ＣＯ2削減率最高水準の 55％％％％ の実現



採用技術マップ



採用技術マップ

●パッシブシステム
●アクティブシステム
●マネジメントシステム



省エネ技術の概要

⑦潜熱顕熱分離空調
⑧中温冷水
潜熱蓄熱

③ペリバッファ

②置換換気型
自然換気

潜熱
蓄熱槽

ターミナル
空調機タスクライト

大庇

縦型
ガラス
フィン

RA

EA

RAインナー

中
温
冷
水
蓄

デシカント
空調機

中
温
冷

温度と湿度を
別々に制御

ぬるい冷水で
熱源効率up

④タスク・アンビエント
空調と照明

システム全体の有機的統合により効率のよい省エネを実現

①自然光利用
自然との一体化

⑥地中熱・井水利用
ヒートポンプ

③ペリバッファ 自然換気

⑤ICタグ情報を利用した
個別空調と照明

ボアホール（地中熱交換器）

空調機タスクライト

タスク
パネル

高顕熱型FCU SA

RA

OA

インナー
ライトシェルフ

蓄
熱

地中
熱
HP

エア
バリア

パーソナル床吹出し
口

冬期、排熱を
1階ホワイエに
再利用

水

必要な所だけ
空調・照明

無駄な空調・照明
は止める

自然のエネルギーを
効率的に利用

無理な空調はしない



保存緑地

■緑が多い

緑地を抜ける
冷涼風の取入

緑・風

立地条件をパッシブに活用

●●●●自然エネルギーの徹底的な有効活用自然エネルギーの徹底的な有効活用自然エネルギーの徹底的な有効活用自然エネルギーの徹底的な有効活用

●立地条件を積極的に活かす●立地条件を積極的に活かす●立地条件を積極的に活かす●立地条件を積極的に活かす

全体敷地図

保存緑地

けやき並木

■ゆとりある敷地

執務スペースを
１層とし、トップラ
イトを多用

日射



太陽光の利用（自然光/創エネ）
30°に設置された太陽光発電パネル

←南 北→
エコロジカルルーフシステムエコロジカルルーフシステムエコロジカルルーフシステムエコロジカルルーフシステム

間接光の反射による自然採光

トップライト



風の利用（置換換気型自然換気）
自然換気用遠隔開閉式
排気用窓

■排気

自然換気用遠隔開閉式
給気用ダンパー（給気）

上昇気流

■給気

17



縁側空間の工夫（ペリバッファーシステム）

エアバリア

外部縦型ガラスフィン
自動制御ブラインド

大庇

ライトシェルフ効果

（パターンプリント）

ショートタイム利用のバッファーゾーン

エアバリア

高顕熱型FCU

（エアバリア）
バッファーゾーン

（パターンプリント）

(縁側的空間)
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空調システムの有機的統合

●潜熱蓄熱材を用いた新中温冷水蓄熱システム

●潜熱・顕熱分離型パーソナル放射新空調システム
●ＩＣタグによる新照明・空調システム

●地中熱利用ヒートポンプシステム・井水ハイブリッドシステム

密閉式
冷却塔

再生用
ＲＡ 放出

空調用ＯＡ

デシカント外調機

ﾏｲｸﾛｺｼﾞｪﾈ排熱利用

冷水槽

ダクト空冷
冷温水
チラー

地中熱源
水冷冷温水
チラー

中温
冷水槽

冷水
中温冷水

外気
冷房用
OA

ＯＡフロア

ペリバッファ用
床埋込ＦＣＵ

井
戸

床吹出

ハイサイドライト

冷却塔

中水槽へ

冷水槽

井水槽

熱交換器

熱交換器
熱交
換器

ボ
ア
ホ
ー
ル

冷温水
コード

夏期排気
冬期ホワイエで利用

ＲＡ

空
調
機

冷水槽

ロ
ー
カ
ル

タスクパネル



外部 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙ 

PMVのイメージ 

デ
シ
カ
ン
ト 

外
調
機 

室温 

28℃ 

室温 

28℃ 

室温 

28℃ 

アクティブな空調 

=環境選択権の明示的な付与 

暑熱環境 

新
し
く
提
案
す
る
タ
ス
ク
ア
ン
ビ
エ
ン
ト

パッシブな空調 

=意識させない空調 

 

EV 

執務室 

室温 

28℃ 

スポット 

空調 

スポット 

空調 

放射と自然対流による 

ドラフトレスな空調 

プルームの形成 

床吹出し 

タスクパネル 

デシカント外調機 

による除湿 

ワークスペース・アダプティブ空調

 

室温 

28℃ 

 

EV 

PMVのイメージ 

室温 

28℃ 

室温 

28℃ 
室温 

28℃ 

暑熱環境 

す
る
タ
ス
ク
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
空
調 

従
来
型
タ
ス
ク
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
空
調 

クールダウン 熱的不平衡の解消 

気流によるドラフト感 

偏った吹き出しによる 

不均一な温冷感 

静的（パッシブ）平衡 

執務室入室時点では熱的不平衡 

（体内熱保有量）は解消されない 

動的（アクティブ）平衡 

機器の頻繁な調整→知的生産行動の阻害 

意識させない空調 

気流を感じさせない、静穏な空調方式



潜熱顕熱分離・パーソナル空調

従来

28℃ 26℃

パーソナル吹出し口

床吹き

タスク域 アンビエント域

放射・対流による空調

Obayashi Task Ambient air-conditioning system Smart Comfortable

O-TASC

28~30℃

26℃程度

27~28℃

15℃中温冷水
を通水

タスクパネル

パーソナル
床吹き

気流方向気流方向気流方向気流方向
斜め斜め斜め斜め60°°°°
に吹出しに吹出しに吹出しに吹出し

指向性を持たせた床吹出し口

遠隔開閉シャッター＋手動付き



③二次放射

①放射
②自然対流
③二次放射
の効果で
座席周りに
限定した
空調を行う

放射と自然対流・タスクパネル

①放射

パーソナル空調機器タスクパネル

②自然対流

空調を行う

※ピーエス、工学院大学野部研究室と共同開発

メッシュバックチェア

熱がこもることなく着座
時も快適な環境を確保



タスク・アンビエント照明とゾーンニング

■アンビエント照明（間接照明） ■タスク照明

在席検知により
照明をON/OFF

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ
照明
エリア１

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ
照明
エリア２

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ
照明
エリア３

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ
照明
エリア４

ｱﾝﾋﾞｴﾝﾄ
照明
エリア５

アンビエント照明
・５ゾーンに分割
・照度センサーにより
照明点灯数制御



ICタグ

ICタグ/社員証認証システム 中央監視システム 席ごとの照明・空調制御

小型トリガユニットの磁界

セキュリティカード（ICタグ）

セキュリティ用ICタグ利用・在席検知制御

ICタグ
アンテナ

小型トリガユニット（机下）



在室在席検知・パーソナル空調・照明制御在室在席検知・パーソナル空調・照明制御在室在席検知・パーソナル空調・照明制御在室在席検知・パーソナル空調・照明制御

①②
執
務
室

③
④
席

⑤
執
務
室

⑥

アンビエントアンビエントアンビエントアンビエント27～～～～28℃℃℃℃

■在席検知によるパーソナル空調照明
→消し忘れ防止
→必要な場所に限定した空調/照明
（床吹出・タスクパネル

／アンビエント照明・タスク照明） タスクタスクタスクタスク26℃℃℃℃程度程度程度程度

①
敷
地
に
入
る

執
務
室
に
入
る

③
席
に
座
る

席
か
ら
離
れ
る

執
務
室
を
出
る

⑥
敷
地
を
出
る

照明はこの間で発停

空調はこの間で発停

照明と空調は発停の
タイミングを変更可能

【右図】パーソナル空調制御シミュレーション
デスク配置（床上750mm平面温度）
タスクパネル運転、床吹出し21℃

在席率在席率在席率在席率100％％％％

在席率在席率在席率在席率50％％％％
（個別開閉制御でも満足）（個別開閉制御でも満足）（個別開閉制御でも満足）（個別開閉制御でも満足）

アンビエントアンビエントアンビエントアンビエント27～～～～28℃℃℃℃

タスクタスクタスクタスク26℃℃℃℃程度程度程度程度



自然エネルギー熱源のヒートポンプチラー

中温冷水の熱源として、
①井水 ②地中熱 （③冷却塔：バックアップ）
上記の優先順位により、熱源の運転を行う

①井水熱交換器便所洗浄水
潅水へ

・・・

水冷HPチラー

井戸 井水槽 ②地中熱ボアホール

③冷却塔

潅水へ



地中熱利用熱交換器

②建物直下水平方式
（水蓄熱槽下）
22m×14列＝308ｍ
＠300ピッチ

高熱伝導性充填材
（SiC添加）

①U字管式

①U字管方式
（高熱伝導充填材）
100m×10本、
＠6000ピッチ

②直下水平式

③山留親杭方式
10m×5本
＠1500ピッチ

③山留親杭式



中温冷水潜熱蓄熱

熱

内部に充填

タンク式中温冷水潜熱蓄熱システムタンク式中温冷水潜熱蓄熱システムタンク式中温冷水潜熱蓄熱システムタンク式中温冷水潜熱蓄熱システム

【中温冷水蓄熱槽の小型化】
【中温冷水利用熱源機の高効率化と環境負荷の低減】
【夜間電力利用による省CO2とランニングコストの低減】

水蓄熱部：タスクパネル供給後デシカント空調機へ、潜熱蓄熱部：デシカント空調機

熱
源
機

潜熱蓄熱部 水蓄熱部

デシカント
空調機

タスク
パネル

14℃

19℃ 14℃

14℃
～21℃

⊿t 3℃ ⊿t 1℃

蓄熱容量
（潜熱量
約3,000MJ）

JX日鉱日石エネルギー、中部大学山羽研究室と共同開発

潜熱蓄熱材

潜熱蓄熱槽温度分布



水利用フロー

上水

井水

飲用

潅水

熱交換
（空調利用）

増圧ポンプ（実際は本管水圧利用）

空調用

上水上水上水上水
受水槽受水槽受水槽受水槽

潅水潅水潅水潅水
井水井水井水井水

３階設置で重力利用

井水

雨水

潅水
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ

便所
洗浄水

空調ドレン

雨水槽雨水槽雨水槽雨水槽

便所便所便所便所
洗浄水洗浄水洗浄水洗浄水
受水槽受水槽受水槽受水槽

受水槽受水槽受水槽受水槽井水井水井水井水
受水槽受水槽受水槽受水槽



太陽熱給湯器×2
ガス給湯器

（太陽熱で昇温出来
なかった時に利用）

男女更衣室に設置のシャワー

50℃設定

太陽熱利用給湯

2階更衣室シャワー

【給湯方式】：局所式
● 2階更衣室（シャワー）・・・太陽熱給湯器+ガス給湯器（屋上設置）
● 1階厨房 ・・・ガス給湯器（1階設備機械室１設置）
●給湯コーナー・ＷＣ ・・・電気温水器（各カウンター下設置）

温度が高すぎる
時は自動で注水

45℃設定



CO2削減・分散電源システム

高効率なリチウムイオン電池による蓄電システム



マネジメントシステム・見える化

見える

参 加

見える
化



自然換気による空調停止

自然換気スイッチ

有効表示ランプ有効表示ランプ有効表示ランプ有効表示ランプ
状態表示ランプ状態表示ランプ状態表示ランプ状態表示ランプ

開釦開釦開釦開釦
閉釦閉釦閉釦閉釦

緑：有効時点灯緑：有効時点灯緑：有効時点灯緑：有効時点灯
開：赤点灯開：赤点灯開：赤点灯開：赤点灯

ゾーンゾーンゾーンゾーン
A

ゾーンゾーンゾーンゾーン
B

ゾーンゾーンゾーンゾーン
C

ゾーンゾーンゾーンゾーン
D

ゾーンゾーンゾーンゾーン
E

2階ワークスペース自然換気ゾーン分け階ワークスペース自然換気ゾーン分け階ワークスペース自然換気ゾーン分け階ワークスペース自然換気ゾーン分け

ゾーンゾーンゾーンゾーン1（（（（ABC) ゾーンゾーンゾーンゾーン2(CDE) 自然換気給気口
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